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　ところがそれに対して，一方の東洋側の中国語・日本語・朝鮮語3言語
の「現在の位置」は，地理的にも当該の南北境界線をほぼ中央に抱きかか
えるような領域にあって，南北に広くまたがっている。そして，地理的に
だけでなく，それらの歴史的形成においても，中国語・日本語・朝鮮語の
成り立ちの歴史を知っているものであるならすぐにわかるように，この3
言語はいずれも，その南北の「言語・方言」相互の混成・混清の歴史を経
て，成立している「南北方言混成言語」であることは明らかである。「比
喩的に言えば，これらアジアの3言語は，Centum側の言語であるとか，
Satem側の言語であるという分類はできず，　Centum－Satemの混成によ
って成り立っているという歴史を負っている」のである（詳述は機会を改
める）。
　このような，西洋と東洋とでの言語形成の歴史の相違と系統論的分類と
を照らし合わせた時，日本語・朝鮮語の系統論を（中国語の問題も含め），
インド・ヨーロッパ語族の比較言語学的理論のみと対照させて，論じるこ
とには，もはや限界があることが，明らかであろう。今後は，アジアにお
けるこの境界線の南北での基層方言（基層言語）の問題謂わば“アジァ
のCentum－Satem”の問題を，視野に入れて，日本語・朝鮮語の系統と形
成史を考えていく必要があろう。まずは，アジアのCentumである南方
基層方言と，Satemである北方基層方言の再構成と，それらでの比較言
語学的研究を早急に開始する必要がある。これらが，本稿が提示しておく
もう1っの言語史的課題である。
　このように，これら東西2地域の言語の比較研究は，新たな研究の可能
性を拓くものである。本稿での指摘は，ひとり言語学の問題ではなく，文
化人類学的研究課題でもある。その契機となった日本語方言の歴史的地理
言語学的研究は，世界的言語史研究に貢献できる視点を持っている。
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【付記】
　　本稿は，学習院大学・人文科学研究所の共同研究プロジェクト（2005・
　2006年度）「日本語方言における「呼気」の測定と地域差に関する記述的研
　究」（代表・安部清哉）及び2011年度海外研修期間中の研究成果を含む。
　関係各位に改めて深謝申し上げる。（当該研究PJでは，呼気の測定が可能
　であること，その地域差があること，かつ，言語史的に東アジアでの呼気
　変化が気候の影響で生じる可能性があることなどを，考究した。ヨーロッ
　パにおいても，アジアと同様に，気候上の対照的顕著な寒暖差があれば，
　同様に呼気に関わり得る音韻対応が，同様のかたちで見出せる蓋然性が高
　い，という結論を導く上で重要な調査となったものである。）
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